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本報告書は、生存をめぐる制度・政策 連続セミナー「障害／社会」の第 1
回目から第 3 回目までの記録集となっています。連続セミナーは、立命館大学
生存学研究センター主催、立命館大学人間科学研究所「インクルーシブ社会に
向けた支援の〈学＝実〉連環型研究（基礎研究チーム）」共催というかたちで
開催されています。
生存学研究センターでは、病い、老い、障害とともに、また、マイノリティ
として生きる人びとの「生の過程」や「生の技術」に着目し、「障老病異」に
関する①生存の現代史、②生存のエスノグラフィー、③生存をめぐる制度・政
策、④生存をめぐる科学・技術について研究を推進しています。本セミナーと
関連する「障害」や「病い」に関して言えば、障害や病いとともに生きる人び
とを、福祉や医療の対象としてのみとらえるのではなく、人びとがそれらをさ
まざまな問題として経験し、あるべき社会を構想し、そのために関わり、実現
するための知恵や技術が産出する場面に焦点を当てています。3 番目の課題に
あたる生存をめぐる制度・政策では、私たちの生活を取り巻く福祉や医療をめ
ぐる法律や施策を中心的な研究課題としています。
このような「生の過程」に着目するとき、障害者をめぐる近年の動向におい
て、法律の制定や施策の策定への障害当事者団体の参画や、「社会モデル」を
論じる障害学（Disability Studies）との連関を見出すことができます。本セミ
ナーは、このような視点から「インクルーシブ社会」「支援」「〈学＝実〉連環」
のあり方を問う位置づけをもっています。
連続セミナーは 2014 年 12 月までに 5 回開催され、第 1 回目から第 3 回目ま
では「障害者権利条約」「障害者差別解消法」といった条約・法律を中心に取
り上げ、その具体的な内容だけでなく障害者の参画による成立過程についての
講演・質疑応答・セミナーを開催しました。日程や会場については、一般市民
が参加しやすいように金曜日の夕方、朱雀キャンパスにておこないました。
第 1 回「障害者権利条約の成り立ちと位置づけ」
日時：2014 年 5 月 23 日（金）18：00 ～ 19：45
会場：立命館大学朱雀キャンパス 多目的室
第 2 回「障害者権利条約と国内法整備」
日時：2014 年 6 月 20 日（金）18：00 ～ 20：10
会場：立命館大学朱雀キャンパス 多目的室
第 3 回「障害者差別解消法の仕組み」
日時：2014 年 7 月 18 日（金）18：15 ～ 20：30
会場：立命館大学朱雀キャンパス 多目的室
第 1 回と第 2 回については、講師による講演のあと、司会者と参加者をまじ
えた質疑応答をおこない、その内容を掲載しています。第 3 回「障害者差別解
消法の仕組み」は、講演ののちに松波めぐみ氏をファシリテーターとして、参
加者同士の議論と報告をおこなうケーススタディの場を設けました。第 3 回に
ついては、講演部分とケーススタディの際に用いたワークシートのみ掲載して
います。それぞれの概要については、生存学研究センターのウェブサイトに「イ
ベント案内」「開催報告」といったかたちで掲載をしているので、そちらも参
照してください。
●立命館大学生存学研究センター（http://www.ritsumei-arsvi.org/）
連続セミナーは第 4 回「障害者権利条約の国内的実施と障害者政策委員会」
（10 月 4 日）、第 5 回「中国における障害者権利条約をめぐる取組み」（10 月
20 日）として継続され、また、同様の趣旨をもつ「障害学国際セミナー 2014」
が 11 月 20 日に韓国・ソウルで開催されました。これらの成果についても生存
学ウェブサイトなどに掲載していますので、あわせてご覧いただければ幸いです。
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